
省

令

平成年月日 月曜日 第号官 報
〇
文
部
科
学
省
令
第
一
号

統
計
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
八
条

及
び
統
計
法
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
三
十
四

号
）
別
表
第
五
第
三
欄
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校

保
健
統
計
調
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
五
日

文
部
科
学
大
臣

馳

浩

学
校
保
健
統
計
調
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

学
校
保
健
統
計
調
査
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
文
部
省
令

第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
に
定
め
る
学
校
」
の
下
に
「
及
び

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十

七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
定
め
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
中
等
教
育
学
校
」
を

「
、
中
等
教
育
学
校
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」

に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
３
中
「
脊せ
き

柱
」
を
「
脊
柱
」
に

改
め
、「
有
無
」
の
下
に
「
並
び
に
四
肢
の
状
態
」
を
加
え

る
。第

七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中「
及
び
高
等
専
門
学
校
」

を「
、
高
等
専
門
学
校
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
五
条
第
一
項
第
一
号
３
の
改
正
規
定
は
、
学
校
保
健
安

全
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六

年
文
部
科
学
省
令
第
二
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
一
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四

十
五
号
）第
八
十
三
条
の
三
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
医
薬
品
及
び
再
生
医
療

等
製
品
の
使
用
の
禁
止
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
な

い
場
合
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

森
山

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安

全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
医
薬
品

及
び
再
生
医
療
等
製
品
の
使
用
の
禁
止
に
関
す
る

規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
場
合
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
医
薬
品
及
び
再
生
医

療
等
製
品
の
使
用
の
禁
止
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け

な
い
場
合
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
五
年
農
林
水
産
省
令

第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第

十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

五

ク
ロ
ル
ス
ロ
ン

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
六
号

貿
易
保
険
法
及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の

一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
貿
易
保
険
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
十
八
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
貿
易
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
五
日

経
済
産
業
大
臣

林

幹
雄

貿
易
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

貿
易
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
経
済
産
業
省
令

第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
お
い
て
」
の
下
に
「
、「
外
国
政
府

等
」」を
、「
海
外
投
資
」」の
下
に
「
、「
海
外
事
業
資
金
貸

付
」」を
加
え
、「
第
二
条
第
十
七
項
」
を「
第
二
条
第
五
項
、

第
十
七
項
若
し
く
は
第
十
八
項
」に
、「
海
外
投
資
、」を「
外

国
政
府
等
、
海
外
投
資
、
海
外
事
業
資
金
貸
付
、」に
改
め

る
。第

三
条
中
「
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
を
「
に
掲
げ

る
海
外
事
業
資
金
貸
付
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

法
第
二
条
第
十
八
項
第
一
号
に
掲
げ
る
海
外
事
業

資
金
貸
付
（
外
国
政
府
等
、
外
国
法
人
又
は
外
国
人

に
対
す
る
本
邦
外
に
お
い
て
行
う
事
業
に
必
要
な
資

金
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
事
業

イ

本
邦
法
人
又
は
本
邦
人
が
輸
出
す
る
貨
物
を
使

用
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
我
が
国
の
輸
出
市
場
の

開
拓
又
は
確
保
に
著
し
く
寄
与
す
る
事
業

ロ

我
が
国
に
と
っ
て
重
要
な
資
源
の
本
邦
外
に
お

け
る
開
発
及
び
取
得
の
促
進
に
資
す
る
事
業

ハ

海
外
投
資
に
係
る
事
業
で
あ
っ
て
、
当
該
事
業

の
促
進
が
我
が
国
の
産
業
の
国
際
競
争
力
の
維
持

又
は
向
上
に
関
す
る
国
の
施
策
の
推
進
を
図
る
た

め
に
特
に
必
要
な
事
業

二

法
第
二
条
第
十
八
項
第
二
号
に
掲
げ
る
海
外
事
業

資
金
貸
付

本
邦
法
人
又
は
本
邦
人
が
輸
出
す
る
航

空
機
を
使
用
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
我
が
国
の
輸
出

市
場
の
開
拓
又
は
確
保
に
著
し
く
寄
与
す
る
事
業

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
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